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1. はじめに

　本論文は、マングローブ生態系を維持するための生
物資源管理に関する研究である。生態学および民族植
物学的手法を用いたオリジナルな調査資料を踏まえ
て、マングローブの資源性と在地性に着目した分析を
行っている。在地的な管理とは、現在の、そして過去
から継続する地域の自然・社会事象への親和性が確保
された、包括的なマネジメントである。
　エーヤワディーデルタには、Heritiera fomesが優占
する世界有数の広大なマングローブ林がかつて存在し
ていたが、域外向けの薪炭材や食糧生産を目的に伐採
され、生態系の劣化が進んでいる。沿岸域の住民は、
マングローブ生態系が提供する生物資源に基本的な生
活の多くを依存しており、生態系劣化の影響を最も深
刻に受けている。研究の目的は、当地のマングローブ
生態系の極相種である H. fomes林の生態的特性を解
析・評価するために、H. fomes林の更新特性および H. 
fomesの萌芽特性を明らかにすること、およびマング
ローブ林管理の地域的な的確性を検証・評価するため
に、マングローブの生物資源としての特性を明らかに
することである。第 3章でエーヤワディーデルタの在
地性を、第 4章でマングローブの更新特性を、第 5章
および第 6章でマングローブの資源性を明らかにし、
第 7章で持続可能なマングローブ資源管理のあり方を

提示した。

2.  エーヤワディーデルタの在地性

　在地性とは「その地に根ざす出来事になじむ。土地
の人間が、主体的に行え、育んでいける」性質（安藤 , 

2001）と説明される。第 3章では研究地域の在地性を、
生態系の特異性、地理的空間領域、資源管理の歴史性
から明らかにした。
　エーヤワディーデルタの立地環境として、通年の水
路の低塩分濃度と潮間帯高地の割合の卓越が、マン
グローブ植生として淡水湿地林構成種を随伴する H. 
fomes林の優占が特異的であった。また海岸帯前縁部
は、浜堤列により地形的に特徴付けられていた。
　資源が分布し資源に関わる人間活動が行われる生態
的・社会的な地理的空間は、集落のある浜堤の両側に
並列する 2つの浜堤に挟まれた、陸域・潮間帯・水域
からなる領域で、マングローブ林とホームガーデンを
主要な景観要素としていた。マングローブ林には 33

科 77種のマングローブ植物が、ホームガーデンには
53科 129種の非マングローブ植物が分布していた。
　森林資源の管理と所有の形態は、歴史性に規定さ
れ、また資源の利用や状態に強く影響する（Mather, 

1990）。研究地域のマングローブ林は、人為の開始以
来実質的にオープン・アクセスと先取による私有であ
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り、現在も保護・保全の法制度に従わない管理と所有
の実態があった。伝統的な習慣によって森林資源を違
法に占有する者にとって、マングローブ伐採後の資源
の維持・再生のインセンティブはなく、持続可能なマ
ングローブ資源管理が損なわれていた。

3. マングローブの更新特性

　環境に適合し生態的に健全で安定した地域本来のマ
ングローブ林を回復・維持するために、生態的研究の
限られている H. fomes林の更新手法を探求する必要
がある。第 4章では、Amoora cucullata-Heritiera fomes

群集（Myint Aung, 2004）の更新性を樹木の耐陰性か
ら、H. fomes切り株の更新性を萌芽特性にから解明し、
マングローブ生態系の修復・管理の基盤となる知見を
得た。
　上層が伐採された低木林が 2次遷移の初期状態の
場合、H. fomesは単木的小ギャップの弱光下におけ
る前生樹更新、Bruguiera gymnorrhiza / B. sexangulaは
単木的疎開よりも大きなギャップでの一斉更新、A. 
cucullataは母樹や近接する樹木の欠損部の前生樹によ
る修復がそれぞれ更新の特徴であった。いずれも条
件的陰樹であるが、H. fomesは、早成の他樹種が先行
して修復する元のギャップで幼樹群を蓄える、極相
林の林冠優占種の性格を持っていた。また Excoecaria 
agallochaの実生更新は、母樹の有無に関わらず非常
に困難だと言え、撹乱を受けた個体からの萌芽により
樹体と個体群は回復するものの、長期的には個体群の
密度が低下することが示唆された。一方初期状態が疎
開林分の場合、遷移の初期に下層に繁茂する陽性植物
による H. fomesの実生更新の阻害が示唆され、残存
する小径の H. fomesの切り株萌芽による個体群の回
復が先行していた。

　H. fomes切り株の萌芽力は木本マングローブの中で
比較的高く、親木のサイズが小さいほど、萌芽率と伐
採後初期の株当り萌芽枝本数は大きく、伐根径が 10 

cmよりやや小さいとき、優位な萌芽枝の伸長成長が
最も期待できた。浸水環境下での萌芽枝の分布動態か
ら、冠水の萌芽へのストレスが示唆され、更新施業に
おいては生育立地の最高水位応じた伐採高の管理が重
要だと言えた。浸水クラス 4の高地盤においては台切
り法を、浸水クラス 2の低地盤においては頭木法の適
用が示唆された。

4. マングローブの資源性

　資源性とは、文化を背景とした人間が必要と欲求
から素材を選択し技術と能力により入手し利用す
る、すなわち資源化の特性であり、植物そのものの性
質と利用者側の要求・性質との関係性に規定される
（Zimmerman, 1951）。これまでのマングローブ資源研
究は、木材林産物植物の生産的価値への偏りや、植物
の利用情報の網羅が主眼となっていた。マングローブ
を地域住民の資源として位置づけ、社会的に受容され
る管理を目指すならば、彼らが利用する具体的な資源
を把握しその地域的な資源性を分析する必要がある。
第 5章では、地域の植物資源をインベントリーし、マ
ングローブ植物資源と非マングローブ植物資源の比較
分析から、植物資源の複合的な利用体系におけるマン
グローブの位置づけを明らかにした。ホームガーデン
の所有・非所有によりステークホルダーを区分し、時
間的な変化から分析を行った。第 6章では、資源化の
様態からマングローブ林の評価と変容の定量把握を行
ない、これらに基づき管理上の注目種・注目群集の抽
出を行った。定量化した採集・利用行動の時間的な動
態から、資源供給地の状態および住民の生活・生業の

H. fomes 林の生態調査 植物に関する伝統的な智恵の調査
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変容を分析した。
　マングローブ植物 50種と非マングローブ植物 124

種が有用種として把握され、それぞれ用途別の有用種
数の積算は 108種と 326種と、多重的な植物資源利用
が明らかになった。マングローブ林の基本的性格は、
日常生活の長期的基盤となる住居や燃料の供給地であ
り、多用性と生活要求への適合性の高い H. fomesが
中核的な資源と言えた。また、かつて 90%が村落近
傍において十分な密度で存在したマングローブ資源の
3分の 2へのアクセスが低下し、利用可能な資源が減
少していた。その結果、マングローブ資源を基盤とし
た村落の日常生活の長期的な安定が損なわれ、特に H. 
fomes利用の困難化が、土地無し村民に特異的に生活
の質の低下と家計負担の増大を引き起こしていると示
唆された。資源利用実態に基づき抽出された要注目種
は H. fomes，Cynometra ramiflora，Ceriops decandra，
Sapium indicum，Bruguiera spp.，群集は A. cucullata-H. 
fomes群集の典型亜群集と B. gymnorrhiza亜群集およ
びその林縁であった。

5. 結論

　特定の木材林産物の生産を目的とするような産業造
林的なマングローブ林管理は、重層的な村落社会にお
ける長期安定的な営みを保証できず、木材林産物およ
び非木材林産物を包含する多様な資源を生み出す森林
の修復と維持が、マングローブ資源管理の持続性を保
証する要件である。その際、H. fomesおよび H. fomes

林は資源特性と注目度の順位付けから重要と言え、生
態研究と修復・保全において一義的に取扱われる必要
があると言える。地域的な資源需要の充足とマング
ローブ林の保全を目指すには、新たな違法占有を防止
する一方、土地無し村民や既占有者の法的認知による
社会林業への参加促進が提言できる。マングローブ資
源の管理・利用の空間的な設計には、2つの浜堤に挟
まれた「陸域の集落地」・「潮間帯のマングローブ域」・
「水域」から成る生態的・社会的な地理的領域の単位
性を考慮する必要がある。
　生態学的に持続可能なモデルとして、H. fomesを中
核とする 3つの生態系管理を提示した。第 1に、林冠
疎開が存在する閉鎖林の場合、疎開の大きさにより種
苗の樹種を選択するギャップ植林が提案できる。林分
の更新と木材の収穫を循環的に図るためには、皆伐
によらず択伐により新たなギャップを形成する。第 2

に、疎開林に小径の H. fomesの切り株が残存する場
合、萌芽更新施業が提案できる。伐採更新は、萌芽力
の活用が最も期待できる胸高直径が 5～ 10 cm程度で

行なう。住民が、道具材・建築材・ボート部材など多
彩に利用するサイズで収穫する、社会的な適合性が高
い資源管理である。第 3に、早成樹によって裸地の植
被や材の収穫を短期に行ないながら、H. fomesなどの
成長の遅い樹種を混交させ、住民の多様なニーズに応
じた資源供給を図るモデルが提案できる。間伐による
ギャップの大きさ、ギャップ植林の樹種、植林後に収
穫する樹種などを選択・制御することで、多様なタイ
プの管理が可能となる。
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